
区分

板橋区計 板橋消防署管内 志村消防署管内

5/31
現在

前年
同期

増減
5/31
現在

前年
同期

増減
5/31
現在

前年
同期

増減

火
災
件
数
（件
）

合計 ７３ 70 ３ ３４ 32 ２ ３９ 38 １

建
物
火
災

建物計 ５６ 43 １３ ２７ 18 ９ ２９ 25 ４

全焼 ２ 1 １ １ 1 ０ １ 0 １

半焼 ０ 2 -２ ０ 1 -１ ０ 1 -１

部分焼 ８ 6 ２ ３ 2 １ ５ 4 １

ぼや ４６ 34 １２ ２３ 14 ９ ２３ 20 ３

車両 ２ 1 １ ０ 0 ０ ２ 1 １

その他 １５ 26 -１１ ７ 14 -７ ８ 12 -４

焼損床面積（㎡） ２５０ 405 -１５５ ４５ 301 -２５６ ２０５ 104 １０１

焼損表面積（㎡） １８２ 174 ８ ８１ 41 ４０ １０１ 133 -３２

死傷者数(人)
死者 ２ ２ ０ ０ 1 -１ ２ 1 １

傷者 １３ 14 -１ ７ 6 １ ６ 8 -２

令和４年

順位 区分 件数

１位 電気 ２０

２位
放火

（疑い含む）
１３

３位 こんろ等 １１

４位 たばこ ９

火災件数・焼損床面積・死傷者数など

出火原因別件数（板橋区内）

※ 数値はすべて速報値となります。

令和４年板橋区内火災状況（令和４年5月３１日現在）

令和４年の板橋区内の火災は前年同期
比で３件増加して７３件となっており、
残念ながら火災による死者も２名発生し
ています。
火災の原因としては電気機器やコンセ
ント、コネクタなどを含む電気関係が引
き続き多くなっており、生活に身近なも
のからの火災が多くなっています。
火災による被害を低減させるには、早
期発見・早期通報が重要になってきます。
住宅用火災警報器の点検や、コンセント
の掃除、タコ足配線を避けるなど、大切
な命や財産を守るため、日ごろから気を
付けましょう。

火災の概要

資料３



増えています！電子レンジ火災！

東京消防庁管内では、電子レンジで食材を長時間過熱しすぎて火災になるなど、
誤った使用による火災が増えています。
令和３年には６５件（速報値）発生し、平成２４年から令和３年までの１０年間
で、約３倍増加したことになります。正しく利用し、電子レンジによる火災を防
ぎましょう。
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電子レンジ火災の件数

電子レンジ火災を防ぐ普段の心得

さつま芋や中華まんなどは、長時間過熱すると爆発的に燃焼す
る危険性がある。取り扱い説明書等で加熱時間を確認する。

調理中はその場を離れずに、食品の様子を見ながら加熱する。

普段から電子レンジの周囲に可燃物を置かないようにする。

冷凍食品などは、包装の表示等を確認してから加熱する。

扉を開けずに
電源を遮断する。

扉を閉めたまま、
あわてずに中の
様子を見る。

火が消えなければ、
扉を閉めたまま、消
火器具を用意する。

電子レンジ火災時の対応

火災になった場合は、１１９番通報を実施してください。あわててレンジの
扉を開け、燃えている物を取り出そうとして着衣へ着火し、死傷した事例も
あることから、落ち着いた行動を心がけましょう。



熱中症に注意しましょう！

「新しい日常」における熱中症予防のポイント

新型コロナウイルス感染症を予防するためには、冷房時でも換気扇や
窓開放によって換気を確保する必要があります。この場合、室内温度
が高くなるので、熱中症予防のためにエアコンの温度設定をこまめに
調整しましょう。

夏季の気温・湿度が高い中でマスクを着用すると、熱中症のリス
クが高くなります。このため、屋外で人と十分な距離（２ｍ以
上）が確保できる場合には、熱中症のリスクを考慮し、マスクを
外すことも考えましょう。マスク着用時は、激しい運動は避け、
喉が渇いていなくても、水分補給を心掛けるようにしましょう。


